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　教授一人，ボス ドクニ 人，大学院生一人 の小 さな研 究室 で す．

教授以外は三 人とも女性で，こ の男女比は さす が に ア メリカで

も珍 しい ようで す．こ の ほか に ，以 前ボ ス ドク として滞在して い

た 人 た ちと も，email を使 っ て 共 同 研究 して い ま す．

相川　祐理

　惑星科学会 の み なさまこ ん に ちは ．昨年3月に東京

大学で学位を 取得し ました 相川祐理 と申します．しば

らく惑星科 学会 の 講演会 に 出席で きず に い るの で，1

年間忘れられて い ましたが ， 遅 ればせながら新PhD と

して 自己紹介させ て い ただきます．

　学位論文 で は原始惑星系円盤 におけ る分子組成進

化に つ い て 数値計算を用 い て 研究しました．円盤の 分

子組成に 関す る従来 の 研究 で は ， 比較 的 安定な 中 性

分子同士の 化学反応 の みを考慮してい たため ， 半径数

AU 以 遠 の 低温領域 で は化学反応 は 起 こ らな い と考え

られて きました．しか し，実際 に は 原始惑星系円盤は宇

宙線や放射性 同位元素の崩壊などに よっ て 部分的に

電離して い る はずです．電離で生じたイオン は化学的

に活性なの で，温度が低 い 領域 で も化学反応を起 こす

と考えられ ます．私 は この ことに気 づ い て，電離を考慮

した円盤 の 分子組成進化モ デ ル を構築しました．する

と従来は化学反応が起きない と考えられて い た領域 で

も， 電離 によっ て 化学反応 が 励起され
， 分子 の 組成進

化が起 こ るこ とが 分か りました．また そ の ような組成進

化 の 結果 ， 彗星に 見 られ るようなア ン モ ニ ア， メタン
，

二

酸化炭素などの 氷が 円盤 の 中で 自然に 生成され るこ

とも明らかにしました．さらに私の モ デ ル で は，円盤 の

内側ほ ど，大きな低揮発性 の 分子が多くなるこ とも分か

りました．これ は 惑 星や 彗星 の 材料物質が，そ の 形 成

領域によっ て異 なっ てい るこ とを示唆します．実際 ， 彗

星 の 統計的な観測 によれ ば，太陽に近 い 領域 で で きた

彗星 の ほ うが炭素鎖系分子を多く含むことが指摘され

て おり，私 の モ デ ル と
一

致します．電離によっ て 励起 さ

れ る化学反応系につ い て は，分子雲 の 研究 で 古くから

研究 されてきましたが，これ を原始惑星系円盤 に 応用

した の は 私 の 研究が世界的にも初めて で す．

　学位取得後は，日 本学術振 興会の 海外特別研究員

として 米 国 オ ハ イオ州 立 大学 の Eric　Herbst教授 の 研

究室 に滞在して い ます．Ericは 分子雲で の 分子組成進

化 の 研究 に お い て 第
一

人者 で す．彼 はもともと化学出

身なの で，化学反応ネッ トワ
ークや反応素過程につ い

て の 議論 で はとて もたよりになります．米国に きて からは，

分子動力学計算によるダ ス ト上 で の 化学反応素過程 に

つ い て の 研究，原始惑星系円盤内で の重水素分別過

程 の 研究 ， 円盤 の 分子輝線 観測 デ ータ と理論モ デ ル

との 比較などを行っ て い ます．近年，原始惑星系円盤

内の 分子を直接 電波望遠鏡で観測 で きるようになっ て

きて い ますの で ， 円盤 の分子組成は 天 文学の 分野 にお

い ても現在Hotな研究課題です．8月 の 末に は韓 国 で

「星間化学 ：分子雲 から太陽系へ 」とい うIAU シンポ ジ

ウム が行わ れ ，私も招待講演者として 発表するこ とにな

っ て い ます．

　今後も物質科学 的な視点 を大切 に しつ つ ，より幅 広

く惑星系形成の 研究を進 めて い きたい と思 い ますの で ，

どうぞよろしくお願い します，
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